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は じ め に

北海道の道央地域に位置する野幌森林公園（以下，
森林公園）は北海道の江別市，北広島市，札幌市の
⚓市にまたがる都市近郊林である。森林公園には希
少種であるクロテン（Martes zibellina）も含めた様々
な哺乳類が生息し（阿部ほか 2011），非常に複雑か
つ多様な自然環境が残る（小鹿・和 1998）。森林公
園内で現在確認されているネコ目の中型哺乳類は，
エゾタヌキ（Nyctereutes procyonides albus；以下，
タヌキ），キタキツネ（Vulpes vulpes schrencki；以
下，キツネ），クロテン，アライグマ（Procyon lotor），
ノネコ（Felis catus）である（池田ほか 2001；足立
2015）。外来種であるアライグマ，ノネコは，森林公
園内に生息する在来種への影響が報告されている
（池田 1990；谷中ほか 2014）。さらに，近年国内外
来種であるニホンテン（M. melampus）が森林公園
付近で確認され（平川・細田 2006），森林公園内に
侵入している可能性も考えられるが，現状は不明で
ある。また，食肉目の哺乳類だけでなく，エゾシカ
（Cervus nippon yesoensis）も多く生息し，他地域で
報告されているような生態系や生物多様性への影響
（助野・宮木 2007）や農林業被害も懸念されている。
森林公園内における野生動物を適切に保全するた
めには，まず野生動物の利用パターンを空間的に理
解することが必要であるが（Crooks et al. 2011；
Hobbs et al. 2014），森林公園内に生息する野生動物
の時空間的な利用パターンは明らかになっていな
い。そこで本稿では，森林公園内の野生動物の空間
利用パターンに関する基礎的資料を収集するために
実施した自動撮影装置を用いた中型・大型哺乳類の

分布調査に関する結果を報告する。

方 法

調査地概要
森林公園は江別市，北広島市，札幌市の⚓市にま
たがり，公園の東部と南部には農地が残され，その
他は市街地が隣接している（小鹿・和 1998）。森林
は標高 30-90 m のゆるやかな丘陵地帯に広がる平
地林である。森林の総面積は 2,052 ha であり，そ
の内 1,606 ha が国有林，その他は道有林が占めて
おり，森林は天然林と人工林が存在している（小鹿・
和 1998）。天然林は，温帯林から亜寒帯林への移行
帯に位置するため，ミズナラ（Quercus crispula
Blume），カツラ（Cercidiphyllum japonicum），シナ
ノキ（Tilia japonica）等の温帯性の広葉樹林，トド
マツ（Abies sachalinensis）を主体とする亜寒帯性の
混じった針広混交林からなり，100 種を超える自生
の樹林が記録されている。人工林はトドマツ，カラ
マツ（Larix kaempferi）等の針葉樹林等であり，公
園内の約 40％を占める（梅木・武田 2001）。下層植
生は主にチシマザサ（Sasa kurilensis），クマイザサ
（S. senanensis）からなるササ群落と，ハイイヌガヤ
（Cephalotaxus harringtonia）等で形成され，森林公
園内の一部には草原が分布しているが，セイタカア
ワダチソウ（Solidago canadensis），オオアワダチソ
ウ（Solidago gigantean）等が優占し，群落的にも空
間構造的にも特異かつ単調となっている（梅木・武
田 2001）。また森林公園内には小川，池等自然環境
が維持され，都市域に存在する森林としては非常に
自然度が高く，森林公園内全体が水源涵養保安林と
鳥獣保護区に指定されている（小鹿・和 1998）。
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自動撮影装置を用いた分布調査
森林公園における中型・大型哺乳類の分布を把握
するために，2017 年⚖月から 11 月にかけて，800 m
間隔（Okabe and Agetsuma 2007）で計 34 箇所の調
査地点を設定し，各調査地点に⚑台の自動撮影装置
を設置した（図⚑）。自動撮影装置は SG565FV
（HCO 社製）を使用し，高さ約 1.3 m の位置に 30°
の俯角を儲け，次の撮影までのインターバルを⚒分
間に設定した。撮影されたデータから中型哺乳類の
利用を確認し，30 分間に同じ種の哺乳類がみられた
場合には，同一個体のイベントとみなして分析から

⚒枚目以降を除外した（若山・田中 2013；木村ほか
2014）。さらに，それぞれの自動撮影装置の稼働日
数が異なるため，RAI（Relative Abundance Index）
を次式より用いて解析を行い，相対的な密度指標と
した（福田ほか 2008；若山・田中 2013）。

RAI＝有効撮影枚数（枚)/カメラの稼働日数（日）

中型・大型哺乳類の分布は，確認された種ごとに
算出したRAI を用いて，期間全体，季節ごとの傾向
から把握した。季節は，自動撮影装置の設置期間が
2017 年⚖月から 11 月であったため，⚖月から⚙月
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図 1 調査地点



までを夏，⚙月から 11 月までを秋とした。季節ご
との傾向については後述するように撮影頻度の多
かったエゾシカ，タヌキ，アライグマを対象とした。

結果と考察

2017 年⚖月から 11 月に 34 箇所の調査地点にお
いて延べ 4,776 日の調査を行った。得られた撮影記
録から，北海道に生息する中型・大型哺乳類⚓目⚘
科 15 種のうち，森林公園ではエゾシカ，タヌキ，ア
ライグマ，キツネ，テン属，エゾユキウサギ（Lepus
timidus ainu；以下ウサギ），ノネコの⚓目⚖科⚗種
が確認された（表⚑；図⚒）。なお，クロテンとホン
ドテンに関しては，平川ほか（2010）を参考に同定
を行ったが，撮影された画像からは同定が困難で
あったためテン属としてまとめた。外来種はアライ
グマとノネコが確認された。
撮影頻度や確認地点が多い種は，エゾシカ，タヌ
キ，アライグマであり（表⚑；図⚒），他の種と比較
して森林公園内では個体数が多いと考えられた。ま
た，ノネコ，テン属，ウサギは撮影枚数，確認地点
ともに極めて少なかった（表⚑；図⚒）。森林公園に
おいて多く確認されたエゾシカ，タヌキ，アライグ
マの RAI について，本州や北海道の他地域のおけ
る報告（福田ほか 2008；若山・田中 2013；杉浦ほ
か 2014；岩下ほか 2015）と比較した結果，エゾシ
カで多少低い値を示したが，タヌキ，アライグマに
ついては大きな違いは認められなかった。エゾシカ
は 1990 年代後半と比較的近年生息地として森林公
園を利用し始めたため（⽛野幌森林公園の今⽜
http://www. rinya. maff. go. jp/hokkaido/isikari_fc/
attach/pdf/index-4.pdf 最終確認日 2018 年⚗月⚓
日），他の地域と比較して RAI が低い値を示したと
思われる。アライグマについては，北海道による有
害獣捕獲が継続的に実施されているが，他地域と同
様の RAI 値を示していた。一方，キツネは森林公
園内に多く生息していると考えられたが，エゾシカ，
タヌキ，アライグマと比較して撮影頻度，確認地点

ともに低い値を示した（表⚑；図⚒）。本研究では調
査地点を規則的に約 800 m置きに設置しており，自
動撮影装置を設置した景観は主に森林である。その
ため，キツネのような開けた空間を好む種は撮影が
困難であったと示唆された（三澤ほか 1987）。今後，
哺乳類相をより正確に把握するためには，各調査地
点において複数台の自動撮影装置を設置する等，特
定の景観や環境に偏らないサンプリング方法を検討
することが必要であると考えられた。
さらに，撮影頻度の多かったエゾシカ，タヌキ，
アライグマに関して，分布の季節変化を分析した結
果，⚓種全てに関してRAI の値は増加していた（表
⚑）。また，撮影地点数は，エゾシカ，タヌキについ
ては大きな変化はないが，アライグマは大幅の増加
していた（表⚑）。各地点における傾向としては，エ
ゾシカやアライグマは森林公園内部の地点で RAI
が増加する一方，タヌキは大きな変化は認められな
かった（図⚓）。エゾシカは 10 月～11 月は繁殖期と
なり活動性が高くなる（立木 2015）。また，北海道
は⚙月から猟期となるが，森林公園は鳥獣保護区で
あるため狩猟圧がかからない。そのため，秋におい
てエゾシカの森林公園内部の利用が増加したと考え
られた。また，アライグマは秋になると子供は分散
すること（倉島・庭瀬 1998）や果実等の森林内のエ
サ資源への依存による森林公園内の利用が増加した
と考えられた。
本研究では，森林公園内の哺乳類の利用パターン
を明らかにするために，森林公園全域に調査地点を
規則的に設定し，各種の分布に関する基礎的な資料
を収集した。その結果，中型・お大型哺乳類の空間
分布の特性やその季節変化を明らかにすることがで
きた。しかし，調査期間は短く，サンプリング方法
の検討も必要であることが明らかになったため，よ
り正確な野生動物の利用パターンを明らかにするた
めに調査を改善・継続していく必要があると考えら
れた。
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表 1 全期間・季節別の撮影枚数・RAI・確認地点数

種
全期間 夏 秋

撮影枚数 RAI 確認地点数 撮影枚数 RAI 確認地点数 撮影枚数 RAI 確認地点数
エゾシカ 254 0.0532 26 84 0.0363 20 170 0.0690 20
タヌキ 203 0.0425 22 84 0.0363 18 119 0.0483 16
アライグマ 182 0.0381 24 63 0.0272 13 119 0.0483 23
キツネ 90 0.0188 10 22 0.0095 2 68 0.0276 9
テン属 5 0.0010 4 5 0.0022 4 0 0 0
ノネコ 4 0.0008 3 3 0.0013 2 1 0.0004 1
ウサギ 2 0.0004 2 0 0 0 2 0.0008 2
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図 2 各種の全期間におけるRAI 値
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図 3 エゾシカ・タヌキ・アライグマの季節ごとのRAI 値
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Abstract

Our study aimed to examine the spatial distribution of middle and large mammals in Nopporo Forest Park,
Hokkaido, Japan. Between June and November 2017, we set 34 camera traps on stations of a grid with about 800 m
between stations. We recorded seven middle and large mammals. Sika deer, raccoon dog, and raccoon were
recorded more than other species. For understanding accurate species distributions, it is considered that
systematic and continuous survey is necessary.
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